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乳がん：乳腺にできるがん
　•日本人女性がかかるがんの第１位
　•早期であるほど治癒率の高い病気
　• 30歳代から増え始め、40～50歳
代にピークとなります　　

症状： 早期のうちは自覚症状が表れないこと
もある

　•乳房のしこり　•ひきつれ　•くぼみ等

乳がん検診
　町の集団検診は、平成28年度からマンモグラ
フィ検診のみとなります。視触診は行いません。
　個別検診では希望により視触診も行います。

【マンモグラフィ】
　乳房のＸ線検査で左右撮影します。小さながん
の発見には効果的ですが、20～30歳代の女性は
乳腺が発達しているので、乳腺とがんの区別がし
にくくなっています。
　下図のように、若い女性ほど乳腺が発達してい
る【高濃度乳腺】が多いので、マンモグラフィだ
けでは、乳がんが発見しにくい場合があります。
　検診結果で「高濃度乳腺」と記載があった場合
は、「乳腺外来」等で超音波検査をすることをお勧
めします。

子宮頸がん：子宮の入り口にできるがん
　• 20歳～30歳代の女性がかかるがんの
　　第１位
　• 20歳代後半から増え始め、30歳代後半が

ピークになります
　• ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染
が主な原因です

症状： 進行するまで自覚症状があまりありま
せん。

　•不正出血　•おりものが多くなる等

子宮頸がん検診
　子宮の入り口の部分を綿棒又はヘラのような器
具で細胞をこすり取って調べる検診です。
　子宮頸がん検診ではがんになる一歩前の状態
（異型成）のうちに発見できます。また、早期治
療することで子宮を温存することもできて、術後
の妊娠、出産が可能と言われています。

骨密度検診
　骨密度を測定して、自分の骨量を知っておきま
しょう。骨粗しょう症は、運動や食事、服薬等で
予防できます。

◉ 乳がん・子宮頸がん・骨密度検診の集団検
診は10月からです。申込みをされていない
方は、保健センターへお申込みください。
◉ 乳がん・子宮頸がん検診は町の指定医療機
関での個別検診も行っています。
◉ 日程などの詳細は「保健センター」
までお問い合わせください。

防ごう!女性の乳がん・子宮頸がん・骨折
　乳がんや子宮頸がんは早期発見により、治療にかかる時間や費用、身体への負担などが軽くなります。
早期発見のために定期的に検診を受けましょう。
　また、年齢を重ねると骨密度が減少しやすくなるため、転んで腰や大腿骨を骨折することも多くなり
ます。乳がん検診等と同時に実施している骨密度検診を受け、骨密度を確認しましょう。

低濃度 高濃度

　町では、高齢者の方が住み慣れた地域で住み続けられるように、4月より新しい『総合事業』をスター
トしました。
　要支援１・２の方は介護保険サービスに加え、総合事業で引き続き「訪問型サービス」と「通所型サー
ビス」を利用できます。認定を受けていない方でも、基本チェックリスト（25項目の質問票）で介護予防
が必要と判定された場合に、地域包括支援センターと相談しながら、その方に必要な総合事業のサービ
スが利用できます。
　この他に65歳以上の全ての高齢者が利用できる「一般介護予防事業」にも参加できます。　

新しい『総合事業』が始始まりました！
～　できることは『自分で』を合言葉に　～

要支援１・２の方、閉じこもりがちな方など

要支援１・２の方

要介護認定申請

総　合　事　業

基本チェックリスト
で対象者の判定

役場介護保険担当または、包括支援センターにて、相談の目的や必要と
考えているサービスを聞き取りします。

【介護保険サービス】
これまでどおり利用できます。
•訪問看護
•訪問リハビリテーション
•通所リハビリテーション
•認知症対応型通所介護
•小規模多機能型居宅介護
•福祉用具貸与や販売
•住宅改修など

【介護予防･生活支援
サービス事業】
•訪問型サービス
•通所型サービス

【一般介護予防事業】
●週いち元気アップ体操教室
　（体の状態に合わせた10教室）
●男性のための料理教室
　•おやじの料理教室
　•80からの男爵クラブ
●地域交流事業
　いどばたかいぎ(住居野)
　いってんべえ(矢納)
●介護支援ボランティア

介護予防が必要と判断された方 自立した生活が送れる方

問合せ　地域包括支援センター　☎０４９５－７４－１１５５
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